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佐佐
藤藤
祐祐
文文
・・
横横
浜浜
市市
議議
長長

本
会
の
目
的
達
成
に
意
欲

総
会
で
新
会
長
を
選
任

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２２
日
、
東
京
・
日
比
谷

公
会
堂
で
第
８９
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
関

谷
博
・
会
長
（
下
関
市
議
会
議
長
）
の
開
会
あ
い
さ
つ

か
ら
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て
安
倍
晋
三
・
内
閣
総
理
大

臣
、
伊
吹
文
明
・
衆
議
院
議
長
、
坂
本
哲
志
・
総
務
副

大
臣
か
ら
祝
辞
を
賜
っ
た
ほ
か
、
平
田
健
二
・
参
議
院

議
長
か
ら
も
定
期
総
会
開
催
を
祝
福
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
華
々
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

総
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
の
選
任
が
実
施
さ

れ
、
役
員
選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
第
６０
代

会
長
に
は
佐
藤
祐
文
・
横
浜
市
議
会
議
長
が
推
薦
さ

れ
、
満
場
一
致
の
賛
意
を
も
っ
て
選
任
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
全
国
９
部
会
か
ら
各
部
会
３
件
を

上
限
に
提
出
さ
れ
た
２７
件
の
議
案
を
審
議
。
合
わ
せ
て
、

会
長
提
案
に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
」
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」
「
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
」
に
関
す
る
３
件
の
決
議

案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
正
副
議
長
・
議
員
の
永
年
勤

続
表
彰
が
実
施
さ
れ
、
３
０
１
０
人
の
該
当
者
が
功
績

を
讃
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
会
の
７
委
員
会
に
よ
る
平
成
２４
年
度
の
活

動
結
果
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
定
期
総
会
は
盛

会
の
う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1871号６月１５日平成25年
（2013年）

【
写
真
左
】関
谷
博
・
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
が
開
会

【
写
真
上
】佐
藤
祐
文
・
新
会
長
の
万
歳
三
唱
で
閉
会
し
た

（１） 平成２５年６月１５日 第１８７１号
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定
期
総
会
で
は
来
賓
と
し
て
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
、
伊
吹
衆
議
院

議
長
、
坂
本
総
務
副
大
臣
を
迎
え

祝
辞
を
賜
っ
た
ほ
か
、
平
田
参
議

院
議
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
�
４
面
か
ら

６
面
に
要
旨
掲
載
。
次
に
昨
年
の

定
期
総
会
以
降
市
制
施
行
し
た
▽

白
岡
市
▽
大
網
白
里
市
―
の
２
市

が
紹
介
さ
れ
、
高
木
隆
三
・
白
岡

市
議
会
議
長
、
花
澤
房
義
・
大
網

白
里
市
議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
た
�
６
面
に
掲
載
。

新
市
紹
介
の
の
ち
、
新
会
長
の

選
任
に
入
り
、
第
６０
代
会
長
に
佐

藤
祐
文
・
横
浜
市
議
会
議
長
を
選

出
し
た
。
佐
藤
会
長
は
、
本
会
目

的
達
成
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
か

け
て
取
り
組
む
決
意
を
表
明
し
た

�
左
下
掲
。
会
長
選
出
後
、
表
彰

式
を
行
い
、
永
年
勤
続
の
正
副
議

長
と
議
員
３
０
１
０
人
が
表
彰
さ

れ
た
。
正
副
議
長
表
彰
受
賞
者
を

代
表
し
川
田
典
秀
・
南
島
原
市
議

会
議
長
が
、
議
員
表
彰
受
賞
者
を

代
表
し
木
村
勝
彦
・
摂
津
市
議
会

議
長
が
表
彰
状
を
受
領
。
受
賞
者

を
代
表
し
、
川
田
典
秀
・
南
島
原

市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
�

１０
面
に
特
別
表
彰
者
を
掲
載
。

午
後
の
会
議
で
は
、
地
方
行
政

は
じ
め
本
会
の
７
委
員
会
の
代
表

者
が
１
年
間
の
活
動
結
果
を
報
告

し
た
�
６
面
か
ら
９
面
に
要
旨
掲

載
。
議
案
審
議
で
は
９
部
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
２７
件
�
下

掲
�
を
可
決
し
た
ほ
か
、
会
長
提

出
に
よ
る
決
議
案
も
原
案
の
と
お

り
採
択
し
た
�
３
面
に
掲
載
。

こ
の
ほ
か
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
よ
り
、
副
会
長
４
人
、

監
事
５
人
ら
が
選
任
さ
れ
た
�
１２

面
に
掲
載
。

新新
役役
員員
選選
任任
のの
ほほ
かか
議議
員員
表表
彰彰
もも

第
８９
回
定
期
総
会
の
概
要

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

佐藤 祐文（さとう ひろふみ）
【略歴】昭和３７年４月１４日生まれ、５１歳。横浜
市議歴、平成７年４月～現在。議長歴、平成２５
年５月～現在。神奈川県出身。神奈川県後期高
齢者医療広域連合議会議長などを歴任。

第
６０
代
の
会
長
に
選
任
を
い
た

だ
き
ま
し
た
、
横
浜
市
議
会
議
長

の
佐
藤
祐
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
８
１
２
の
市
区
が
加
入
す

る
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
全
国
市
議

会
議
長
会
会
長
に
就
任
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
大
き
な
功
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
歴
代
会
長
さ
ん
の
後
を

受
け
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

特
に
、
関
谷
前
会
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
や
「
地
方
制
度
調
査
会
」

な
ど
の
場
面
に
お
い
て
、
格
段
の

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
に
大
い
に
ご
活
躍
を
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
と
ご
尽
力

に
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
後
を
引
き
継

ぐ
私
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の

の
ち
選
任
さ
れ
る
副
会
長
さ
ん
を

は
じ
め
、
新
役
員
の
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
皆
様

の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
ま
す
よ

う
全
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
本
会
目
的
達
成
の
た
め

に
、
全
身
全
霊
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第８９回定期総会 部会提出決議（上程順）
部会提出決議

提出
部会

東北部会

東北部会

近畿部会

九州部会

四国部会

近畿部会

関東部会

東海部会

四国部会

四国部会

北海道部会

中国部会

北信越部会

九州部会

関東部会

東海部会

中国部会

近畿部会

東北部会

北信越部会

関東部会

九州部会

北海道部会

北信越部会

北海道部会

東海部会

中国部会

件 名

東日本大震災からの早期復旧・復興につい
て

原子力発電所事故災害への対応について

熊野川の治水対策について

災害復旧事業に要する費用の地方負担に対
する財源措置の充実について

防災・減災対策の充実強化について

原子力発電所事故への対応について

海岸保全施設の早期整備について

南海トラフ巨大地震対策の推進について

南海トラフ巨大地震対策に関する特別措置
法の早期制定を求めることについて

水道施設の震災対策等に対する財政支援の
拡充について

北方領土問題の早期解決等について

竹島の領土権確立と周辺海域の安全操業の
確保について

管理が不十分な空き家等に対し市町村が適
切な措置がとれる総合的な法整備等につい
て

日米地位協定の抜本的な改定について

子ども医療費助成制度について

国民健康保険に対する国庫負担率の引き上
げを求める要望について

生活保護に係る級地区分の改善について

有害鳥獣被害防止対策の充実について

道路交通網の整備促進について

上信越自動車道の全線４車線化の整備促進
について

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の整備
促進について

九州における高速道路等の交通網の整備促
進について

北海道新幹線の建設促進について

北陸新幹線の早期完成について

並行在来線への支援措置について

地方鉄道等に対する支援について

老朽化した公共施設、公用施設の改修等に
対する財源措置について

決議
番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

上程順序及び
区分

震災・災害

防災・減災

地方行政

厚生・農林

建設運輸

１

２

３

４

５

第１８７１号 平成２５年６月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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会長提出決議①

東日本大震災からの復旧・復興に関す
る決議
東日本大震災から２年２ヶ月が経過した。被災自
治体においては、復旧・復興に向けて懸命の努力が
なされているものの、ライフライン・公共施設の復
旧、被災者の生活再建や地域産業の再生等に加え、
東京電力福島第一原子力発電所事故に起因する放射
性物質による汚染問題への対応など、解決すべき困
難な課題が数多く山積している。
発災以来、我々全国の市では、それぞれ被災地に
対し出来得る限りの支援を行ってきたところである
が、これからの被災地の復旧・復興に向け、さらに
全力で支援を行っていく決意である。
国においては、東日本大震災の被災地の復興を最
優先課題と位置づけ、予算の重点化を行うとともに
様々な施策を推進することで、被災地の復旧・復興
に尽力されているところであるが、早期復興に向け、
被災地の要望をより一層丁寧にくみ取り、迅速かつ
柔軟な対応を講じていくことが重要である。
よって、国においては、全ての国民が念願する被
災地全体の一日も早い復旧・復興の実現に向け、国
の総力を結集することにより、さらに万全の措置を
講じるよう強く要望する。

以上決議する。

平成２５年５月２２日
全国市議会議長会

会長提出決議②

地方税財源の充実確保に関する決議
地方財政は、社会保障関係費の増嵩など財政需要
の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続
いている。
こうした中、基礎自治体である市が、住民サービ
スやまちづくりを安定的に行うためには、地方交付
税の増額による一般財源総額の確保が必要不可欠で
あるとともに、国・地方間の税財源配分を見直し、
偏在性が小さく、税収の安定的な地方税体系を構築
する必要がある。
よって、国においては、下記事項を実現されるよ
う強く要望する。

記

１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保
社会保障関係費の自然増など増嵩する財政需要
を地方財政計画に的確に反映することにより、地
方交付税を増額し、一般財源総額を確保すること。
また、財源不足額については、臨時財政対策債
の発行等によることなく、地方交付税の法定率の
引上げにより対応すること。

２．地方税財源の充実確保
（１）地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を
基本とし、当面、税源移譲による国・地方の税
源配分「５：５」の実現を図ること。

（２）市町村の基幹税目である固定資産税について
は、その安定的確保を図ること。特に、償却資
産に係る固定資産税は、約１兆６千億円にもの
ぼる市町村にとって貴重な税源となっており、
仮に廃止・縮小されるようなことがあれば、多
大な影響が生じることから、現行制度を堅持す
ること。

（３）自動車取得税・自動車重量税は、代替財源を
確保しない限り、市町村への財源配分の仕組み
を含め現行制度を堅持すること。

（４）地球温暖化対策において地方自治体が果たし
ている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を
新たに創設するなど、地方税財源を確保するた
めの仕組みを構築すること。

（５）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村に
とって貴重な財源となっていることから、現行
制度を堅持すること。

以上決議する。

平成２５年５月２２日
全国市議会議長会

会長提出決議③

環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）に
関する決議
環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）について、

我が国は、昨年１月より交渉参加国との事前協議を
行っており、本年３月１５日には、安倍首相によりＴ
ＰＰ交渉への参加方針が表明されたところである。
ＴＰＰ協定に参加した場合、輸出関連産業などにお
いては経済効果が期待される一方で、国民生活の多
くの分野において大きな影響を受けることが懸念さ
れている。特に農林水産業においては、持続可能な
基盤の整備、国際競争力の強化など、その体制整備
に向けた手だてが講じられないまま関税が撤廃され
た場合、生産量・生産額の減少、関連産業への影響、
食料自給率の大幅な低下などが予想され、ひいては
地域社会の崩壊につながることも危惧されている。
よって、国は、ＴＰＰが国民生活に与える影響に

ついて、国民の理解が得られるよう十分な情報開示
と明確な説明を行うとともに、ＴＰＰ協定参加によ
り農林水産業を始めとする我が国の各分野における
懸念が現実のものとなることのないよう、慎重かつ
適切な対応を行うことを強く求める。

以上決議する。

平成２５年５月２２日
全国市議会議長会

（３） 平成２５年６月１５日 第１８７１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
の
第
８９
回

定
期
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
元
代
表
制
と
い
う
日
本
の
地

方
自
治
制
度
の
も
と
で
、
地
域
住

民
の
代
表
と
し
て
、
地
方
自
治
の

健
全
な
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上

に
ご
努
力
を
頂
い
て
い
る
市
議
会

議
長
の
皆
様
に
、
ま
ず
敬
意
と
ご

苦
労
さ
ま
と
申
し
上
げ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

昨
今
の
少
子
化
や
長
引
く
デ
フ

レ
に
よ
る
経
済
の
低
迷
は
、
地
方

自
治
体
の
運
営
、
特
に
財
政
面
で

深
刻
な
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
震
災
か
ら
の
復

興
を
進
め
、
福
祉
や
医
療
、
教
育
、

環
境
対
策
な
ど
、
住
民
一
人
一
人

の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
多
く
の

課
題
を
解
決
し
、
地
方
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
に
は
、
大
変
な
ご

努
力
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
地

方
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

も
多
く
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
十

分
理
解
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

国
と
地
方
が
連
携
・
協
力
し
て

的
確
な
政
策
を
進
め
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
方
の
皆
様
方
が
独
自
の
発

想
と
迅
速
な
意
思
決
定
に
よ
り
、

先
ほ
ど
総
理
も
申
し
ま
し
た
よ
う

に
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
制

度
面
の
条
件
整
備
は
何
よ
り
大
切

な
視
点
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
こ

の
目
標
を
目
指
し
て
、
現
在
、
国

と
地
方
の
あ
り
方
や
道
州
制
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
、

地
方
分
権
改
革
の
方
向
性
に
つ
い

て
も
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
地
方
自
治
の
原
点
は
、
地

方
自
治
体
の
政
策
を
決
定
す
る
権

利
と
、
そ
の
財
源
も
ま
た
地
方
自

治
体
住
民
が
負
担
す
る
と
い
う
義

務
と
、
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に

あ
る
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
財
源
の
譲
与
と
不
均

衡
の
是
正
を
考
え
な
い
議
論
は
、

非
現
実
的
な
も
の
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
行
政

の
自
由
度
、
裁
量
度
が
増
す
に
つ

れ
、
政
策
立
案
や
行
政
執
行
の
監

視
を
担
う
地
方
議
会
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
個
々
の
議
員
の
皆
様
に
も
、

「
民
主
主
義
は
こ
れ
し
か
な
い
が
、

誠
に
難
し
い
制
度
で
あ
る
」
と
い

う
英
国
の
宰
相
チ
ャ
ー
チ
ル
の
言

葉
を
か
み
し
め
、
矜
持
と
責
任
を

も
っ
て
住
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
期
待
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
に
は
、
決
意
を

新
た
に
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の

実
現
の
た
め
、
さ
ら
に
ご
活
躍
を

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

【総理・衆議院議長・総務副大臣】

ごご来来賓賓かかららののああいいささつつ
［祝辞］内閣総理大臣 安倍 晋三氏

全
国
市
議
会
議
長
会
第
８９
回
定

期
総
会
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
長
の
皆
様
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
の
住
民
の
代
表
と

し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

東
日
本
大
震
災
復
興
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
内
閣
発
足
以
来
、
私
は
、

日
本
に
元
気
を
取
り
戻
す
、
若
者

が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
社
会
を

取
り
戻
す
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

日
本
経
済
を
立
て
直
す
た
め
の
金

融
政
策
、
財
政
政
策
、
成
長
戦
略

の
３
本
の
矢
を
射
込
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
３
本
目
の
矢

で
あ
る
成
長
戦
略
に
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
切
な
こ
と
は
、「
地

域
の
元
気
な
く
し
て
日
本
の
元
気

な
し
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
成
長

戦
略
は
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
に
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
地
方
が
み
ず
か

ら
の
発
想
で
特
色
を
持
っ
た
地
域

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
意
味
で
、
つ
い
最
近
、

私
は
、
大
変
心
強
い
取
り
組
み
を

幾
つ
か
拝
見
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

先
週
末
訪
れ
た
大
分
の
別
府
市

で
は
、
温
泉
を
武
器
に
、
地
域
の

関
係
者
が
結
集
し
て
、
「
温
泉
博

覧
会
」
、
称
し
て
「
オ
ン
パ
ク
」

を
開
催
し
、
観
光
客
を
誘
致
し
、

ま
た
地
元
の
小
規
模
事
業
者
は
、

温
泉
熱
を
生
か
し
た
湯
け
む
り
発

電
を
開
発
、
杵
築
市
で
は
、
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
て
、
建
設
業
か

ら
農
業
へ
の
新
規
参
入
を
果
た
し

て
、
６
次
産
業
化
に
よ
っ
て
所
得

を
ふ
や
す
な
ど
、
意
欲
的
、
先
進

的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
佐
賀
や
福
岡
で
は
、
重

粒
子
線
に
よ
る
画
期
的
な
が
ん
治

療
や
、
乳
歯
か
ら
取
り
出
し
た
幹

細
胞
に
よ
る
再
生
医
療
、
世
界
最

先
端
の
医
療
技
術
に
接
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
日
は
、
待
機
児
童
ゼ

地
域
の
元
気
な
く
し
て
日
本
の
元
気
な
し

地地
方方
分分
権権
改改
革革
でで
はは
政政
府府
をを
挙挙
げげ
てて
権権
限限
をを
移移
譲譲

民民
主主
主主
義義
はは
ここ
れれ
しし
かか
なな
いい
がが
誠誠
にに
難難
しし
いい
制制
度度

[

祝
辞]

衆
議
院
議
長

伊
吹

文
明
氏

【
５
面
へ
続
く
】

第１８７１号 平成２５年６月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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地方がみずからの発想で
特色を持った地域づくり

地地
方方
議議
会会
のの
活活
性性
化化
がが
地地
方方
分分
権権
にに
つつ
なな
がが
るる

﹇
祝
辞
﹈
総
務
副
大
臣

坂
本

哲
志
氏

地域に根差した取り組みを支援

ロ
を
達
成
し
た
横
浜
市
の
創
意
工

夫
あ
ふ
れ
た
取
り
組
み
を
拝
見
致

し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
視
察
を
通
じ
、
や
れ

ば
で
き
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
と

も
に
、
知
恵
を
出
し
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
痛
感
致

し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
こ
う
し

た
地
域
に
根
差
し
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
ど
ん
ど
ん
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

切
れ
目
な
い
経
済
対
策
を
行

い
、
地
域
の
活
力
、
地
域
の
元
気

づ
く
り
を
全
力
で
応
援
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
成
長
戦
略
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
に
つ
き

ま
し
て
も
、
政
府
を
挙
げ
て
権
限

の
移
譲
や
、
規
制
改
革
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
議
長
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
地

域
の
先
頭
に
立
っ
て
、
遺
憾
な
く

力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

地
域
へ
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
、

国
が
進
め
る
諸
政
策
へ
の
ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、

全
国
市
議
会
議
長
会
第
８９
回
定
期

総
会
開
催
に
際
し
て
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
は
、
ご
盛
会
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

【
４
面
か
ら
続
く
】

今
回
の
市
議
会
の
定
期
総
会
、

心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
こ
数
年
、

合
併
が
進
み
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん

方
の
も
と
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、
難
題
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
方
で
皆
さ

ん
た
ち
の
身
を
切
る
努
力
に
よ
り

ま
し
て
、
市
議
会
議
員
の
定
数
が

大
幅
に
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
削
減

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
ふ
う

に
思
い
ま
す
。

少
な
い
議
員
、
議
会
の
中
で
、

そ
し
て
多
く
の
課
題
、
難
題
を
抱

え
て
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
方
議

会
の
活
性
化
が
地
方
分
権
に
つ
な

が
る
と
い
う
考
え
の
も
と
で
、
私

た
ち
は
活
動
を
致
し
て
お
り
ま

す
。
先
ほ
ど
関
谷
会
長
が
申
さ
れ

ま
し
た
よ
う
に
、
昨
年
８
月
に
地

方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
要
望
に
応
え
る
形

で
、
通
年
議
会
を
開
催
可
能
な
よ

う
に
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
務

調
査
に
関
し
て
は
、
透
明
度
を
高

め
て
、
政
治
活
動
が
広
範
囲
に
な

れ
る
よ
う
に
、
「
政
務
活
動
費
」

と
し
て
新
た
に
条
文
の
中
に
盛
り

込
ん
だ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
地
方
議
会
の
出
身
で
ご
ざ

い
ま
す
。
し
か
し
、
国
で
こ
う
や

っ
て
政
策
を
担
当
す
る
立
場
に
な

り
ま
し
て
、
国
の
ほ
う
は
ど
う
し

て
も
全
国
の
平
均
的
な
レ
ベ
ル
で

の
政
策
立
案
に
な
り
が
ち
で
す
。

皆
様
方
の
も
と
に
は
皆
様
方
の
歴

史
が
あ
り
、
あ
る
い
は
慣
習
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
、
地
域

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
性
に
従
っ
て
、
個
性
あ
る
政
策
、

こ
れ
を
ぜ
ひ
磨
い
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
個
性

あ
る
も
の
が
お
互
い
に
協
調
し
た

り
、
ぶ
つ
か
り
合
い
す
る
こ
と
で

日
本
全
体
の
活
力
が
生
ま
れ
て
く

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
国
会
議

員
も
含
め
て
、
皆
さ
ん
方
も
含
め

て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
政
策
力
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
お
互
い
に
高

め
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
１
つ
皆
さ
ん

方
に
大
変
な
お
願
い
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
先
ほ

ど
関
谷
会
長
も
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
国
家
公
務
員
の
給
与
削
減
に

比
例
を
致
し
ま
し
て
、
地
方
公
務

員
の
給
与
削
減
と
い
う
も
の
も
総

務
大
臣
か
ら
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
と
す
る
財
源
の
確

保
、
こ
う
い
っ
た
も
の
の
た
め
に

２５
年
度
限
り
の
対
策
で
す
。
こ
れ

か
ら
６
月
議
会
を
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ

ん
た
ち
が
開
催
し
て
頂
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
条
例
に
対
す
る
審
議
に

な
る
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
ど
う

か
こ
れ
か
ら
の
国
家
の
財
源
確
保

の
た
め
に
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

（５） 平成２５年６月１５日 第１８７１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
第
８９

回
定
期
総
会
の
開
会
に
当
た

り
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
国
と
地
方
の
役
割

分
担
を
見
直
し
、
自
治
体
み

ず
か
ら
の
判
断
と
責
任
に
お

い
て
行
政
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
議
院
で
は
、
先
週
、
地

域
改
革
推
進
整
備
法
案
が
可

決
さ
れ
、
衆
議
院
に
送
付
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
法
案

も
、
参
議
院
に
お
い
て
熱
心

な
審
議
が
続
い
て
い
ま
す
。

近
年
の
地
方
分
権
改
革
が

真
に
地
域
住
民
の
期
待
に
応

え
る
も
の
と
な
る
た
め
に

は
、
住
民
を
代
表
す
る
議
会

の
存
在
が
何
よ
り
大
切
で

す
。
そ
の
議
会
運
営
の
か
な

め
と
し
て
、
日
ご
ろ
よ
り
重

責
を
担
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
日
、
栄
え
あ
る
表
彰
を

受
け
ら
れ
る
皆
様
に
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
列
席
の
皆
様
の
一

層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
致
し
ま
し
て
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
致
し
ま
す
。

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」
に

つ
い
て
で
す
。
地
方
分
権
改
革
推

進
本
部
の
第
１
回
会
合
で
は
、
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
の
積
み
残
し
分
や

新
た
に
設
け
ら
れ
た
規
定
な
ど
を

対
象
に
、
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限

移
譲
と
併
せ
た
第
４
次
見
直
し
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
第
４
次

見
直
し
の
う
ち
、
法
律
で
対
応
す

る
事
項
で
は
、
第
３
次
見
直
し
に

係
る
事
項
と
併
せ
新
３
次
一
括
法

案
と
し
て
４
月
１２
日
に
国
会
に
提

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
５

月
１５
日
に
は
、
新
藤
義
孝
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
の
下
に
設
置
さ

れ
た
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

が
今
後
の
地
方
分
権
改
革
の
基
本

的
な
考
え
を
と
り
ま
と
め
、
改
革

の
目
的
を
「
個
性
を
活
か
し
自
立

し
た
地
方
を
つ
く
る
こ
と
」
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
「
地
方
議
会
の
権
能
強

化
」
に
つ
い
て
で
す
。
地
方
自
治

法
改
正
法
が
昨
年
８
月
に
成
立

し
、
臨
時
会
の
招
集
請
求
等
に
関

す
る
改
正
の
ほ
か
、
政
務
活
動
費

等
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て
も
施

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
地
方
議

会
議
員
の
法
的
位
置
付
け
の
明
確

化
」
で
は
今
回
の
改
正
に
際
し

「
議
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
、
及

び
あ
り
方
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
こ
と
」
と
す
る
附
帯
決
議
が
国

会
で
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次

に
、
「
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強

化
」
に
つ
い
て
で
す
。
２４
年
度
補

正
予
算
で
は
、
大
規
模
災
害
に
備

え
た
防
災
減
災
対
策
と
し
て
１
８

５
億
円
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
２５
年
度
予
算
で
は
、

「
被
災
地
に
お
け
る
消
防
防
災
体

制
の
強
化
」
に
２８
億
５
０
０
０
万

円
、
「
国
民
の
命
を
守
る
消
防
防

災
行
政
の
推
進
」
に
１
１
２
億
４

０
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
、
消
防

防
災
施
設
等
に
充
て
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
消
防
広
域
化
の

推
進
期
限
の
延
長
で
は
、
「
市
町

村
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本

方
針
」
が
改
正
さ
れ
広
域
化
の
実

現
期
限
を
５
年
程
度
延
長
し
３０
年

４
月
１
日
ま
で
と
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
「
基
地
対
策
関
係
予

算
の
確
保
」
に
つ
い
て
で
す
。
今

年
度
が
３
年
に
一
度
の
増
額
の
年

と
な
る
「
基
地
交
付
金
・
調
整
交

付
金
」
は
、
合
わ
せ
て
対
前
年
度

比
１０
億
円
増
の
３
４
５
億
４
０
０

０
万
円
。
基
地
周
辺
対
策
経
費
は
、

対
前
年
度
比
１５
億
円
増
の
１
２
０

０
億
円
余
り
が
確
保
さ
れ
て
お
り

ま
す
。「
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
」

「
北
方
領
土
返
還
」
等
も
要
望
し

き
ま
し
た
が
、
２５
年
度
予
算
で
は

所
要
額
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

定
期
総
会
で
、
地
方
行
政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、

建
設
運
輸
、
国
会
対
策
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別

委
員
会
の
７
委
員
会
代
表
が
報
告
し
た
１
年
間
の
活
動
経
過
や
要
望

結
果
の
要
旨
に
つ
い
て
、
６
面
か
ら
９
面
に
か
け
掲
載
し
ま
す
。

市市
制制
施施
行行
でで
新新
市市
をを
紹紹
介介

定
期
総
会
で
は
来
賓
祝
辞
、
祝

電
披
露
の
の
ち
、
新
市
と
し
て
白

岡
市
、
大
網
白
里
市
の
２
市
が
紹

介
さ
れ
、
高
木
隆
三
・
白
岡
市
議

会
議
長
、
花
澤
房
義
・
大
網
白
里

市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

白
岡
市
は
２４
年
１０
月
１
日
、
大

網
白
里
市
は
２５
年
１
月
１
日
、
そ

れ
ぞ
れ
市
制
を
施
行
し
た
。
２
市

の
概
要
は
下
の
と
お
り
。
な
お
、

今
回
掲
載
す
る
概
要
は
、
市
政
施

行
前
に
本
会
へ
提
出
さ
れ
た
資
料

に
よ
る
も
の
。

白白
岡岡
市市

埼
玉
県
の
白
岡
町
が
１０
月
１
日

に
市
制
施
行
し
、
白
岡
市
が
誕
生

し

た
。
人

口

は
５
万
８
６
０
人

（
住
民
基
本
台
帳
�
２４
年
９
月
１

日
現
在
）
、
面
積
２４
・
８８
平
方
�
、

議
員
定
数
は
１８
人
。

大大
網網
白白
里里
市市

千
葉
県
の
大
網
白
里
町
が
１
月

１
日
に
市
制
施
行
し
、
大
網
白
里

市
が
誕
生
し
た
。
人
口
は
５
万
６

２
５
人
（
住
民
基
本
台
帳
�
２４
年

１２
月
１
日
現
在
）
、
面
積
５８
・
０６

平
方
�
、
議
員
定
数
は
２０
人
。

地地方方分分権権改改革革ににはは議議会会がが大大切切
参議院議長からのメッセージ

各各
委委
員員
会会
報報
告告（（
要要
旨旨
））①①

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

竹
内
卯
太
郎
・
副
委
員
長

新
市
の
紹
介
を
受
け
登
壇
し
た

高
木
隆
三
・
白
岡
市
議
会
議
長

新
市
の
紹
介
を
受
け
登
壇
し
た
花

澤
房
義
・
大
網
白
里
市
議
会
議
長

地 行

地 財

社 文

中野市
議 長

第１８７１号 平成２５年６月１５日 （６）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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は
じ
め
に
、
地
方
交
付
税
の
増

額
に
よ
る
一
般
財
源
総
額
の
確
保

に
つ
い
て
で
す
。
２４
年
度
補
正
予

算
で
は
公
共
投
資
の
地
方
負
担
に

対
す
る
措
置
と
し
て
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
の
創
出
を
図
る
た

め
、
１
・
４
兆
円
の
「
地
域
の
元

気
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
２５
年
度
地
方
財
政
対

策
に
お
い
て
通
常
収
支
分
の
地
方

交
付
税
は
、
地
方
公
務
員
給
与
の

削
減
を
前
提
と
し
て
、
前
年
度
比

０
・
４
兆
円
減
の
１７
・
１
兆
円
と

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
地
方
税
等

に
つ
い
て
は
増
収
を
見
込
み
、
一

般
財
源
総
額
は
、
前
年
度
と
同
水

準
の
５９
・
８
兆
円
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
地
方
財
政
計
画
の

歳
出
に
、
給
与
削
減
額
に
見
合
う

形
で
、
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

費
」
０
・
５
兆
円
、
及
び
「
地
域

の
元
気
づ
く
り
事
業
費
」
０
・
３

兆
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て

は
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
地
方
負

担
分
等
を
全
額
措
置
す
る
た
め
、

「
震
災
復
興
特
別
交
付
税
」
０
・

６
兆
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
は

「
２３
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
１９
兆

円
」
と
さ
れ
て
い
た
復
興
予
算
枠

が
２５
兆
円
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
都
市
税
源
の
充
実
確
保

等
に
つ
い
て
で
す
。
自
動
車
取
得

税
・
自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
は

与
党
の
「
平
成
２５
年
度
税
制
改
正

大
綱
」
に
お
い
て
、
自
動
車
取
得

税
は
、
「
２
段
階
で
引
き
下
げ
、

消
費
税
１０
％
の
時
点
で
廃
止
す

る
」
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
代
替
財
源
は
示
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
２６
年
度

税
制
改
正
で
具
体
的
な
結
論
を
得

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
動
向
を
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
は
２５
年
度

税
制
改
正
で
制
度
が
維
持
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
仮
に
こ
れ
ら
が

廃
止
・
縮
小
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
市
町
村
財
政
に
多
大

な
影
響
が
生
じ
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
現
行
制
度
の
堅
持
を
強
く
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
個
人
住
民
税
で
は
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
期
間
の

延
長
及
び
控
除
限
度
額
の
拡
充
に

伴
う
地
方
の
減
収
額
に
対
し
て
国

費
に
よ
る
補
て
ん
が
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
ほ
か
、
地
方
の
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
財
源
確
保

に
つ
い
て
は
早
急
に
総
合
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
地
方
債
に
つ
い
て

は
、
所
要
の
地
方
債
資
金
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災

に
関
連
す
る
事
業
を
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
所
要
額
に
つ
い
て
そ

の
全
額
を
公
的
資
金
で
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
２５
年
度
地
方
債
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
施
策
の
推
進
を
最
重

要
課
題
と
し
て
掲
げ
、
医
師
不
足

や
偏
在
問
題
に
対
す
る
施
策
の
推

進
な
ど
を
強
く
要
望
し
て
参
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
本
年
度
の
医
学
部
入
学
定
員

に
つ
い
て
は
、
主
に
地
域
枠
の
拡

大
に
よ
り
昨
年
度
に
比
べ
５０
人
増

の
９
０
４
１
人
と
、
過
去
最
多
の

定
員
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た

緊
急
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、
国

民
が
安
心
で
き
る
医
療
を
実
現
す

る
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
平

成
２４
年
度
補
正
予
算
で
は
５
３
０

億
円
、
ま
た
、
２５
年
度
予
算
で
は
、

医
療
提
供
体
制
の
機
能
強
化
と
し

て
、
５
４
２
億
円
が
確
保
さ
れ
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
公
的
医
療
機
関
の

災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
２４
年
度

予
備
費
に
よ
り
、
地
域
医
療
再
生

基
金
の
積
み
増
し
が
行
わ
れ
、
複

数
年
度
に
わ
た
り
、
被
災
し
た
医

療
機
関
の
再
開
や
被
災
地
に
お
け

る
医
療
従
事
者
の
確
保
な
ど
の
事

業
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て

で
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
料
負
担
軽
減
措
置
の
継
続

を
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
け
る
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険

料
負
担
軽
減
措
置
は
、
２４
年
度
補

正
予
算
で
７
７
６
億
円
が
確
保
さ

れ
、
本
年
度
も
引
き
続
き
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
地
域
雇
用
対
策
に
つ

い
て
は
、
２４
年
度
補
正
予
算
で
地

域
の
雇
用
創
出
と
し
て
、
１
０
０

０
億
円
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
若
年
者
雇
用
対
策
に

つ
い
て
も
、
２４
年
度
補
正
予
算
で

は
若
年
者
へ
の
人
材
育
成
の
推
進

と
し
て
６
０
０
億
円
、
２５
年
度
予

算
で
は
若
者
の
安
定
雇
用
の
確
保

と
し
て
３
５
５
億
円
が
そ
れ
ぞ
れ

確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
去
る
５
月
１７
日

に
、
就
労
に
よ
る
自
立
の
促
進
、

医
療
扶
助
の
適
正
化
、
自
治
体
の

調
査
権
限
の
拡
大
と
回
答
義
務
の

創
設
等
の
措
置
を
講
じ
る
た
め
の

生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
と
、
生
活
困
窮
者
へ
の
自

立
支
援
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
案
が
国
会

に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
公
立
小
中
学
校
の
耐
震

化
に
つ
い
て
で
す
。
２４
年
度
補
正

予
算
で
は
耐
震
化
・
老
朽
化
対
策

等
の
推
進
に
復
興
特
別
会
計
も
含

め
て
１
８
８
４
億
円
、
２５
年
度
予

算
で
も
同
様
に
１
２
７
１
億
円
が

確
保
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
予
算
の
執
行
に
よ
り
耐
震
化
率

は
約
９４
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
と

さ
れ
て
い
る
ほ
か
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
事
業
の
推
進
や
補
助
対
象

の
拡
大
等
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
健
衛
生
施
策
や

介
護
保
険
制
度
、
障
害
者
福
祉
、

少
子
化
対
策
、
環
境
保
全
施
策
等

に
つ
い
て
も
、
そ
の
充
実
強
化
を

要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

斎
藤
賢
一
・
委
員
長

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

山
内
弘
一
・
委
員
長

二本松市
議 長

柏 市
議 長

（７） 平成２５年６月１５日 第１８７１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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６
面
と
７
面
に
引
き
続
き
、
第
８９
回
定
期
総
会
に
お
け
る
各
委
員

会
の
報
告
に
つ
い
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
で

は
２４
年
度
の
復
興
庁
補
正
予
算
で

「
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
」
「
福

島
県
に
お
け
る
営
農
再
開
等
に
向

け
た
支
援
」
な
ど
の
施
策
に
所
要

額
が
計
上
さ
れ
、
２５
年
度
予
算
で

は
被
災
し
た
中
小
企
業
、
農
林
漁

業
者
等
へ
の
「
災
害
関
連
融
資
」

や
「
東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対

策
交
付
金
」
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

で
す
が
、
農
林
水
産
省
の
２５
年
度

予
算
で
は
農
林
水
産
業
の
将
来
へ

の
担
い
手
づ
く
り
の
た
め
「
新
規

就
農
・
経
営
継
承
総
合
支
援
事

業
」
な
ど
に
所
要
額
が
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
山
漁
村

の
所
得
や
雇
用
の
増
大
、
地
域
活

力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
「
６
次

産
業
化
支
援
対
策
」
の
ほ
か
、
国

産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
目

指
す
「
輸
出
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
「
農
林
水
産
物
の
輸
出

対
策
」
に
所
要
額
が
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
野
生
生
物
に
よ
る
農

林
水
産
物
被
害
対
策
で
は
、
鳥
獣

被
害
防
止
の
た
め
の
総
合
対
策
交

付
金
が
前
年
度
と
同
額
で
確
保
さ

れ
る
な
ど
引
き
続
き
対
策
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。
農
業
者
の
経
営
安
定

対
策
で
は
、
畑
作
物
や
米
な
ど
へ

の
直
接
支
払
制
度
を
は
じ
め
、

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
制
度
」
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
去
る
３
月
１５
日
、

安
倍
首
相
に
よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ

の
参
加
方
針
が
表
明
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
国
に
お
い
て
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
国
民
生
活
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
十
分
な
情
報
開
示
と
明
確

な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
参
加
に
よ
り
農
林
水
産
業

を
始
め
と
す
る
我
が
国
各
分
野
に

お
け
る
懸
念
が
現
実
と
な
ら
な
い

よ
う
、
慎
重
か
つ
適
切
な
対
応
を

行
う
こ
と
を
、
国
に
対
し
て
強
く

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
の
自
立
・
発
展

に
不
可
欠
な
中
小
企
業
振
興
対
策

に
つ
い
て
で
す
。
経
済
産
業
省
で

は
中
小
企
業
の
「
資
金
繰
り
対

策
」
に
つ
い
て
２４
年
度
補
正
予
算

で
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
資
金
繰
り
支
援
」
に
２
８
９
３

億
円
、
２５
年
度
予
算
で
も
「
資
金

繰
り
支
援
」
に
所
要
額
が
計
上
さ

れ
た
ほ
か
、
「
中
小
企
業
経
営
力

基
盤
支
援
事
業
」
が
継
続
さ
れ
ま

す
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
で
は

「
風
力
発
電
の
た
め
の
送
電
網
整

備
実
証
事
業
補
助
金
」
な
ど
が
新

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２５
年
度
政
府
予
算
は
、
２４
年
度

大
型
補
正
予
算
と
一
体
的
な
も
の

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
１５
か
月
予

算
」
の
考
え
方
で
編
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
基
本
方
針
で
は
「
復
興

・
防
災
対
策
」
「
成
長
に
よ
る
富

の
創
出
」
「
暮
ら
し
の
安
心
・
地

域
活
性
化
」
を
重
点
３
分
野
と

し
、
震
災
か
ら
の
復
興
、
事
前
防

災
・
減
災
対
策
の
ほ
か
、
基
幹
的

イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
推
進
、
イ
ン

フ
ラ
の
安
全
性
の
徹
底
調
査
・
総

点
検
、
老
朽
化
対
策
な
ど
、
予
算

の
充
実
確
保
が
な
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
応
に
つ

い
て
は
「
被
災
地
の
復
興
の
加
速

を
最
優
先
と
し
て
、
加
速
策
を
具

体
化
し
、
被
災
地
か
ら
の
声
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
き
め
細
や
か
な

復
興
施
策
を
実
現
す
る
」
と
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
２５
年
度
予
算

に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興

交
付
金
が
対
前
年
度
比
２
０
６
パ

ー
セ
ン
ト
増
の
５
９
１
８
億
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
自
然
災
害
対
策
で
は
、

２５
年
度
予
算
で
「
公
共
施
設
の
耐

震
化
・
津
波
対
策
等
の
推
進
」
に

対
前
年
度
比
１３
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

８
８
４
億
円
が
計
上
さ
れ
、
今
後

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都
直
下
地

震
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に

お
け
る
地
震
及
び
津
波
被
害
の
発

生
を
防
止
す
る
対
策
が
推
進
さ
れ

ま
す
。

次
に
各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推

進
で
は
、
地
域
経
済
の
発
展
に
加

え
、
災
害
発
生
時
に
、
緊
急
輸
送

路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
「
高

速
道
路
の
建
設
・
整
備
推
進
」
等

を
求
め
た
と
こ
ろ
２４
年
度
補
正
予

算
で
「
全
国
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
整
備
」
に
６
２
４
億
円
、
２５
年

度
予
算
で
「
代
替
性
の
確
保
の
た

め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
」
に
１
５
９
８
億
円
が
計
上
さ

れ
、
今
後
主
要
都
市
間
等
を
連
絡

す
る
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備

が
推
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
国

土
強
靭
化
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
国
土
と
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
踏
ま
え
た
災
害
に
強
い
国
土

に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

策
定
を
行
う
た
め
新
た
に
１
億
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
都
市
基
盤
整
備
の
推

進
で
は
２４
年
度
補
正
予
算
で
「
老

朽
化
対
策
等
の
推
進
」
に
２
０
５

２
億
円
、
２５
年
度
予
算
で
、
「
道

路
、
河
川
管
理
施
設
等
の
総
点

検
、
老
朽
化
対
策
等
の
推
進
」
に

対
前
年
度
比
１０
パ
ー
セ
ン
ト
増
の

１
８
０
４
億
円
が
計
上
さ
れ
、
道

路
、
下
水
道
、
堤
防
な
ど
を
適
切

に
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
、
安
全

性
の
徹
底
調
査
や
総
点
検
、
老
朽

化
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

名寄市
議 長

弘前市
議 長

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

黒
井

徹
・
副
委
員
長

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

田
中

元
・
副
委
員
長

各各
委委
員員
会会
報報
告告（（
要要
旨旨
））②②
産 経
建 運
国 対
国と地方
協議の場
等特別委

第１８７１号 平成２５年６月１５日 （８）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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国
会
対
策
委
員
会
の
主
な
要
望

運
動
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
全
国
市
議
会
議

長
会
の
各
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

委
員
及
び
、
政
府
・
与
野
党
要
職

の
地
元
選
挙
区
を
考
慮
し
て
、
関

谷
前
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員

の
計
１９
名
に
よ
っ
て
構
成
し
、
本

会
の
重
点
要
望
事
項
の
実
現
に
向

け
て
、
政
府
等
に
対
し
て
、
強
力

に
要
望
運
動
を
展
開
し
て
参
り
ま

し
た
。

去
る
１
月
１８
日
に
は
、
「
地
方

交
付
税
の
増
額
に
よ
る
一
般
財
源

総
額
の
確
保
」
を
は
じ
め
、
「
都

市
税
源
の
充
実
確
保
」
「
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
税
財
源

の
確
保
等
」
の
３
項
目
か
ら
な
る

「
平
成
２５
年
度
政
府
予
算
に
対
す

る
重
点
要
望
」
及
び
「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
対
応
に
関
す
る
要
望
」
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
施
し
た
要
望
運
動

で
は
、
地
方
財
政
委
員
会
の
正
副

委
員
長
と
と
も
に
、
根
本
匠
・
復

興
大
臣
、
甘
利
明
・
経
済
再
生
担

当
大
臣
、
自
由
民
主
党
の
大
島
理

森
・
東
日
本
大
震
災
復
興
加
速
化

本
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
、
政
府

・
与
野
党
の
要
職
１３
名
と
直
接
面

談
し
た
上
で
、
重
点
要
望
事
項
の

善
処
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

要
望
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
で
に
、
斎
藤
地
方
財
政
委
員
長

か
ら
、
ご
報
告
い
た
だ
い
た
と
お

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
地
方
財
政
対
策
に

お
い
て
、
通
常
収
支
分
の
地
方
交

付
税
は
、
地
方
公
務
員
給
与
の
削

減
を
前
提
と
し
て
、
前
年
度
比
０

・
４
兆
円
減
の
１７
・
１
兆
円
と
さ

れ
た
一
方
、
地
方
税
等
の
増
収
を

見
込
み
、
一
般
財
源
総
額
は
、
前

年
度
と
同
水
準
の
５９
・
８
兆
円
が

確
保
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
分
と
し

て
、
「
震
災
復
興
特
別
交
付
税
」

０
・
６
兆
円
が
確
保
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
税
制
改
正
に
関
し
ま
し

て
は
、
与
党
の
「
平
成
２５
年
度
税

制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、
自
動

車
取
得
税
及
び
自
動
車
重
量
税
に

関
し
見
直
し
の
方
向
が
示
さ
れ
、

平
成
２６
年
度
税
制
改
正
で
具
体
的

な
結
論
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
ほ
か
、
償
却
資
産
に
係
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

２５
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
制

度
が
維
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
は
市
町

村
の
基
幹
税
目
と
な
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
現
行

制
度
の
堅
持
を
強
く
求
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
が
、
本
委
員
会
の
主
な
要

望
運
動
結
果
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
、
ご
出
席
の
議
長
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
の
重
点

要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
て
、
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
国
会

対
策
委
員
会
の
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
国
と
地
方
の
協
議

の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の

活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
本
委
員
会
は
、
平

成
２３
年
５
月
に
、
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
ま
し
て
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
や
、
地
方

制
度
調
査
会
等
に
対
す
る
本
会
と

し
て
の
意
見
調
整
を
行
う
た
め
の

当
面
の
組
織
と
し
て
、
第
８７
回
定

期
総
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
委

員
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２４
年
度
は
、
昨
年
７
月
と
１１
月

の
２
回
、
委
員
会
を
開
催
し
、「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」
及
び
「
第

３０
次
地
方
制
度
調
査
会
」
に
関
す

る
本
会
の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議

い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の

場
」
に
お
け
る
議
論
の
中
心
で
あ

り
、
１９
年
ぶ
り
の
越
年
編
成
と
な

り
ま
し
た
、
２５
年
度
政
府
予
算
に

つ
い
て
で
す
。

各
委
員
長
か
ら
既
に
お
話
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
内
容
の
説
明
は

省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
政
権

交
代
前
後
を
通
じ
、
地
方
一
般
財

源
総
額
の
確
保
、
及
び
都
市
税
源

の
充
実
確
保
が
地
方
に
と
っ
て
の

最
大
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
本
委

員
会
が
昨
年
１１
月
の
第
５
回
委
員

会
で
協
議
し
た
対
応
方
針
を
踏
ま

え
、
関
谷
前
会
長
を
は
じ
め
役
員

の
皆
様
方
の
ご
尽
力
を
頂
い
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

地
方
の
行
財
政
運
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
施
策
に
つ
い
て
は
、

そ
の
企
画
・
立
案
の
段
階
か
ら
議

論
を
尽
く
し
て
い
け
る
よ
う
、
国

と
地
方
の
協
議
の
実
効
性
を
さ
ら

に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
「
大
都
市
制
度
の
あ
り

方
」
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
中
間
報

告
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
、
１１

月
の
委
員
会
で
対
応
方
針
を
協
議

し
、
さ
ら
に
地
方
制
度
調
査
会
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
１２
月
に
行
わ
れ
る

に
際
し
て
は
、
各
指
定
都
市
及
び

本
委
員
会
の
委
員
市
に
再
度
、
意

見
照
会
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
関
谷
前
会
長
か
ら
、
ご

発
言
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

地
方
制
度
調
査
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
今
年
の
８
月
で
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
「
基

礎
自
治
体
の
あ
り
方
」
も
含
め
、

最
終
的
な
答
申
に
向
け
議
論
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
委

員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
適
時
適
切
に
対
応
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
委
員

会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
一
層

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
国
と
地

方
の
協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別

委
員
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

八戸市
議 長

高知市
議 長

国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会

秋
山
恭
寛
・
副
委
員
長

国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
等等
にに

関関
すす
るる
特特
別別
委委
員員
会会

中
澤
は
ま
子
・
副
委
員
長

（９） 平成２５年６月１５日 第１８７１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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定
期
総
会
で
の
正
副
議
長
、
議

員
の
永
年
勤
続
表
彰
者
は
、
特
別

表
彰
者
が
４
８
２
人
、
一
般
表
彰

者
が
２
５
２
８
人
、
合
計
で
３
０

１
０
人
�
５
月
２２
日
の
定
期
総
会

配
布
資
料
に
よ
る
。

本
紙
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
特

別
表
彰
の
正
副
議
長
８
年
以
上
、

議
員
３０
年
以
上
を
対
象
に
所
属
議

会
と
氏
名
�
敬
称
略
�
を
掲
載
す

る
。
な
お
、
当
日
は
正
副
議
長
８

年
以
上
で
表
彰
を
受
け
た
南
島
原

市
の
川
田
典
秀
議
長
、
議
員
４０
年

以
上
で
表
彰
を
受
け
た
摂
津
市
の

木
村
勝
彦
議
長
が
代
表
受
領
を
行

い
、
表
彰
受
領
者
を
代
表
し
て
、

川
田
典
秀
・
南
島
原
市
議
会
議
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

正正
副副
議議
長長
８８
年年
以以
上上

▽
米
子
�
渡
邊
照
夫
▽
光
�
中
本

和
行
▽
中
間
�
井
上
太
一
▽
南
島

原
�
川
田
典
秀
▽
姶
良
�
兼
田
勝

久

議議
員員
４４５５
年年
以以
上上

▽
長
野
�
松
木
茂
盛
▽
厚
木
�
徳

間
和
男
▽
大
和
高
田
�
戸
谷
隆
史

▽
同
�
中
谷
修
一
▽
広
島
�
中
本

弘
▽
大
竹
�
山
本
孝
三

議議
員員
４４００
年年
以以
上上

▽
佐
渡
�
加
賀
博
昭
▽
海
老
名
�

志
村
憲
一
▽
座
間
�

中
澤
�
雄
▽
草
加
�

新
井
貞
夫
▽
我
孫
子

�
秋
谷
明
▽
同
�
佐

々
木
豊
治
▽
摂
津
�

木
村
勝
彦
▽
大
分
�

大
久
保
八
太

議議
員員
３３５５
年年
以以
上上

▽
根
室
�
神
忠
志
▽
青
森
�
小
田

桐
金
三
▽
輪
島
�
中
山
勝
▽
羽
咋

�
浅
野
俊
二
▽
千
曲
�
田
沢
佑
一

▽
同
�
原
利
夫
▽
渋
谷
�
染
谷
賢

治
▽
都
留
�
小
林
義
孝
▽
土
浦
�

松
本
茂
男
▽
坂
東
�
林
順
藏
▽
入

間
�
石
田
芳
夫
▽
河
内
長
野
�
角

野
雄
一
▽
長
岡
京
�
藤
本
秀
延
▽

神
戸
�
安
井
俊
彦
▽
大
和
郡
山
�

遊
田
直
秋
▽
広
島
�
木
島
丘
▽
松

山
�
大
木
正
彦
▽
筑
後
�
彌
�
治

一
郎
▽
鳥
栖
�
中
村
直
人
▽
西
都

�
狩
野
保
夫
▽
い
ち
き
串
木
野
�

福
田
清
宏
▽
西
之
表
�
野
口
寛
▽

那
覇
�
唐
真
弘
安

議議
員員
３３００
年年
以以
上上

▽
札
幌
�
猪
熊
輝
夫
▽
同
�
川
口

谷
正
▽
同
�
武
市
憲
一
▽
同
�
西

村
茂
樹
▽
函
館
�
福
島
恭
二
▽
小

樽
�
北
野
義
紀
▽
同
�
久
末
恵
子

▽
旭
川
�
杉
山
允
孝
▽
室
蘭
�
佐

藤
潤
▽
網
走
�
工
藤
英
治
▽
同
�

空
英
雄
▽
芦
別
�
松
井
邦
男
▽
江

別
�
赤
坂
伸
一
▽
同
�
森
好
勇
▽

八
戸
�
坂
本
美
洋
▽
十
和
田
�
沢

目
正
俊
▽
同
�
杉
山
道
夫
▽
む
つ

�
佐
々
木
肇
▽
盛
岡
�
鈴
木
礼
子

▽
同
�
佐
々
木
弥
一
▽
仙
台
�
佐

々
木
両
道
▽
塩
竈
�
曾
我
ミ
ヨ
▽

多
賀
城
�
藤
原
益
栄
▽
能
代
�
竹

内
宏
▽
由
利
本
荘
�
三
浦
秀
雄
▽

米
沢
�
山
村
明
▽
上
山
�
橋
本
直

樹
▽
い
わ
き
�
樫
村
弘
▽
柏
崎
�

丸
山
敏
彦
▽
小
千
谷
�
横
田
夘
一

▽
加
茂
�
佐
野
正
三
良
▽
高
岡
�

柳
清
利
勝
▽
金
沢
�
木
下
和
吉
▽

七
尾
�
木
下
孝
輝
▽
同
�
杉
本
忠

一
▽
輪
島
�
坂
下
幸
雄
▽
同
�
田

中
秀
男
▽
塩
尻
�
中
原
輝
明
▽
立

川
�
中
島
光
男
▽
武
蔵
野
�
石
井

一
徳
▽
狛
江
�
正
木
き
よ
し
▽
同

�
鈴
木
え
つ
お
▽
東
大
和
�
関
田

貢
▽
東
久
留
米
�
桜
木
善
生
▽
多

摩
�
折
戸
小
夜
子
▽
西
東
京
�
浅

野
�
司
▽
中
央
�
押
田
ま
り
子
▽

同
�
高
橋
伸
治
▽
港
�
鈴
木
驍
▽

台
東
�
田
中
伸
宏
▽
墨
田
�
坂
下

修
▽
江
東
�
中
沢
正
夫
▽
同
�
白

岩
忠
夫
▽
同
�
斉
藤
信
行
▽
目
黒

�
二
ノ
宮
啓
吉
▽
杉
並
�
木
梨
も

り
よ
し
▽
同
�
斉
藤
常
男
▽
荒
川

�
守
屋
誠
▽
同
�
鳥
飼
秀
夫
▽
板

橋
�
天
野
久
▽
練
馬
�
中
島
力
▽

足
立
�
針
谷
幹
夫
▽
同
�
藤
沼
壯

次
▽
�
飾
�
倉
沢
�
次
▽
江
戸
川

�
�
端
勇
▽
横
浜
�
田
野
井
一
雄

▽
逗
子
�
奈
須
和
男
▽
伊
勢
原
�

石
川
節
治
▽
綾
瀬
�
松
本
春
男
▽

甲
府
�
森
沢
幸
夫
▽
同
�
斉
藤
憲

二
▽
水
戸
�
伊
藤
充
朗
▽
土
浦
�

久
松
猛
▽
常
総
�
中
村
安
雄
▽
ひ

た
ち
な
か
�
安
雄
三
▽
宇
都
宮
�

中
山
勝
二
▽
同
�
篠
崎
光
男
▽
真

岡
�
田
上
稔
▽
那
須
塩
原
�
菊
地

弘
明
▽
所
沢
�
荒
川
広
▽
狭
山
�

廣
森
す
み
子
▽
鴻
巣
�
岡
田
恒
雄

▽
幸
手
�
大
久
保
忠
三
▽
千
葉
�

市
原
弘
▽
同
�
福
永
洋
▽
市
川
�

か
い
づ
勉
▽
船
橋
�
大
澤
久
▽
同

�
佐
藤
重
雄
▽
同
�
関
根
和
子
▽

同
�
瀬
山
孝
一
▽
木
更
津
�
佐
藤

多
美
男
▽
同
�
後
藤
秀
▽
習
志
野

�
宮
内
一
夫
▽
八
千
代
�
伊
東
幹

雄
▽
香
取
�
平
松
大
建
明
▽
静
岡

�
望
月
厚
司
▽
裾
野
�
大
庭
敏
克

▽
春
日
井
�
内
田
謙
▽
犬
山
�
岡

覚
▽
江
南
�
森
ケ
イ
子
▽
大
府
�

木
下
義
人
▽
知
立
�
中
島
牧
子
▽

尾
鷲
�
南
靖
久
▽
岐
阜
�
堀
征
二

▽
中
津
川
�
楯
公
夫
▽
美
濃
�
塚

田
�
春
▽
大
阪
�
改
発
康
秀
▽
堺

�
中
井
國
芳
▽
岸
和
田
�
今
口
千

代
子
▽
豊
中
�
福
本
育
馬
▽
池
田

�
中
西
昭
夫
▽
同
�
木
下
克
重
▽

吹
田
�
倉
沢
恵
▽
守
口
�
和
仁
春

夫
▽
富
田
林
�
永
原
康
臣
▽
寝
屋

川
�
松
尾
信
次
▽
高
石
�
松
本
定

▽
大
阪
狭
山
�
松
尾
巧
▽
京
都
�

今
枝
徳
蔵
▽
同
�
北
山
た
だ
お
▽

同
�
富
き
く
お
▽
宇
治
�
浅
井
厚

徳
▽
同
�
水
谷
修
▽
八
幡
�
森
下

由
美
▽
神
戸
�
前
島
浩
一
▽
姫
路

�
山
下
昌
司
▽
同
�
大
倉
俊
已
▽

同
�
竹
中
隆
一
▽
尼
崎
�
寺
本
�

己
▽
同
�
小
柳
久
嗣
▽
明
石
�
遠

藤
恒
司
▽
芦
屋
�
松
木
義
昭
▽
伊

丹
�
新
内
竜
一
郎
▽
加
古
川
�
御

栗
英
紀
▽
た
つ
の
�
竹
内
豊
▽
三

木
�
藤
本
幸
作
▽
同
�
大
眉
均
▽

高
砂
�
西
野
勝
▽
御
坊
�
楠
本
文

郎
▽
海
南
�
河
野
敬
二
▽
松
江
�

比
良
幸
男
▽
浜
田
�
高
見
庄
平
▽

岡
山
�
有
井
靖
和
▽
同
�
楠
木
忠

司
▽
津
山
�
久
永
良
一
▽
広
島
�

平
野
博
昭
▽
同
�
碓
井
法
明
▽
尾

道
�
檀
上
正
光
▽
三
原
�
仁
ノ
岡

範
之
▽
下
関
�
近
藤
榮
次
郎
▽
岩

国
�
大
西
明
子
▽
高
松
�
大
浦
澄

子
▽
善
通
寺
�
上
田
博
之
▽
松
山

�
松
下
長
生
▽
八
幡
浜
�
大
山
政

司
▽
同
�
萩
森
良
房
▽
四
国
中
央

�
三
谷
つ
ぎ
む
▽
同
�
石
川
幸
雄

▽
高
知
�
中
澤
は
ま
子
▽
安
芸
�

千
光
士
伊
�
男
▽
土
佐
清
水
�
武

藤
清
▽
大
牟
田
�
城
後
正
徳
▽
田

川
�
�
瀬
春
美
▽
長
崎
�
奥
村
修

計
▽
同
�
重
橋
照
久
▽
佐
世
保
�

片
渕
雅
夫
▽
同
�
市
岡
博
道
▽
平

戸
�
川
上
茂
次
▽
熊
本
�
江
藤
正

行
▽
宇
土
�
岩
本
�
海
▽
別
府
�

泉
武
弘
▽
宇
佐
�
�
田
哲
▽
宮
崎

�
日
高
義
人
▽
都
城
�
徳
留
八
郎

▽
鹿
屋
�
梶
原
正
憲
▽
指
宿
�
前

之
園
正
和
▽
南
さ
つ
ま
�
諏
訪
昌

一
▽
石
垣
�
小
底
嗣
洋
▽
沖
縄
�

新
里
八
十
秀

本
紙
に
掲
載
し
た
正
副
議
長
名

と
議
員
名
は
総
会
資
料
に
よ
る
。

永永
年年
勤勤
続続
表表
彰彰
のの
受受
賞賞
者者

特
別
表
彰

正
副
議
長
８
年
以
上
・
議
員
は
３０
年
以
上
を
掲
載

表
彰
受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
川
田
典
秀
・
南
島

原
市
議
会
議
長
（
正
副
議
長
８
年
以
上
で
特
別
表
彰
を
受
賞
）

議員表彰を代表して受領する木村勝彦・摂津市
議会議長（右・議員４０年以上で特別表彰を受賞）

第１８７１号 平成２５年６月１５日 （１０）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



平成２４年度市議会議員共済会決算（要旨）
（平成２５年３月３１日現在）

給付経理（給付に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況
（１）収入総額 ６５，５９１，６０５

（主な収入の内訳）
ア 負 担 金 ６１，７４９，２９２
イ 利息及び配当金 １５２，２１３

（２）支出総額 ５６，５６６，２０１
（主な支出の内訳）
ア 退 職 年 金 ３４，１９７，２４７
イ 退 職 一 時 金 ８，９９４，０６４
ウ 遺 族 年 金 １１，７６０，１３３
エ 遺 族 一 時 金 ９７，６５１

（３）収支損益額 （（１）－（２）） ９，０２５，４０４
平成２４年度は収入総額の方が支出総額より上回

ったため、９０億２，５４０万４千円の当期利益金となっ
た。このため、前年度の剰余金３３３億６８６万８千円
に上乗せした。これにより、平成２５年度に繰り越
した給付積立金は４２３億３，２２６万２千円となった。

２ 主な資産の内訳
（１） 預 金 ３６，６５３，７５１
（２） 投資有価証券 ４，０００，０００
（３） 生 命 保 険 ３，１６６，６５６

�����������������������
業務経理（事務に要する費用） （単位：千円）

１ 収支の状況
（１）収入総額 ２６８，１９２

（収入の内訳）
ア 事務負担金 ２６７，７８７

議員一人当たり１３，０００円×議員定数
イ 利息及び配当金 ４０５

（２）支出総額 ２４５，３０９
（支出の内訳）
ア 役員報酬及び職員給与 ８１，５５４
イ 旅費及び事務費 ４９，７８５
ウ その他

（３）収支損益額 （（１）－（２）） ２２，８８３
平成２４年度は収入総額の方が支出総額より上回

ったため、２，２８８万３千円の当期利益金となった。
このため、前年度の剰余金２億５，４１９万円に上乗せ
した。これにより平成２５年度に繰り越した剰余金
は２億７，７０７万３千円となった。

２２４４
年年
度度
のの
会会
計計
決決
算算
をを
認認
定定

役
員
も
選
任
し
新
体
制
へ
―
共
済
会
代
議
員
会

市
議
会
議
員
共
済
会
は
５
月
２９

日
、
東
京
・
ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋

で
第
１
０
６
回
代
議
員
会
を
開
催

し
、
役
員
の
選
任
な
ど
を
実
施
し

た
�
新
役
員
は
下
掲
。

当
日
は
役
員
の
選
任
に
先
立

ち
、
共
済
会
定
款
の
定
め
に
よ
り

５
月
２２
日
の
定
期
総
会
で
新
会
長

に
選
任
さ
れ
た
佐
藤
祐
文
・
横
浜

市
議
会
議
長
が
共
済
会
の
新
会
長

に
就
任
し
、
会
議
の
冒
頭
に
あ
い

さ
つ
し
た
�
要
旨
は
左
下
掲
。

会
議
で
は
「
給
付
経
理
」
「
業

務
経
理
」
か
ら
な
る
平
成
２４
年
度

会
計
決
算
を
審
議
し
、
認
定
し

た
。
給
付
経
理
は
年
金
、
一
時
金

に
、
業
務
経
理
は
共
済
会
の
事
務

に
要
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
る
。

決
算
の
認
定
に
あ
た
り
、
監
事

の
舩
見
亮
悦
・
三
沢
市
議
会
議
長

が
監
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、

給
付
経
理
、
業
務
経
理
い
ず
れ
も

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

【
市
議
会
議
員
共
済
会
新
役
員
】

▽
会
長
�
佐
藤
祐
文

（
横
浜
市
）

▽
副
会
長
�
宮
内
春
雄
（
徳
島
市
）

▽
理
事
�
水
口
典
一

（
滝
川
市
）

▽
同
�
鴨
田
俊
�
（
寒
河
江
市
）

▽
同
�
村
家

博

（
富
山
市
）

▽
同
�
小
暮
広
司

（
太
田
市
）

▽
同
�
杉
村
定
男

（
伊
勢
市
）

▽
同
�
岡
山

毅

（
四
條
畷
市
）

▽
同
�
則
武
宣
弘

（
岡
山
市
）

▽
同
�
永
山
盛
廣

（
那
覇
市
）

▽
同
�
高
瀬
三
徳

（
大
田
区
）

▽
監
事
�
五
味
東
条

（
塩
尻
市
）

▽
同
�
富
永
栄
一
（
学
識
経
験
者
）

佐佐
藤藤
会会
長長
のの
挨挨
拶拶
要要
旨旨

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
は
、

２３
年
６
月
１
日
に
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
退
職
・
遺
族
年
金
を

合
わ
せ
た
約
６
万
人
の
受
給
者
へ

の
支
払
い
、
現
職
議
員
の
退
職
に

伴
う
一
時
金
・
年
金
の
支
払
い
な

ど
は
今
後
も
続
き
ま
す
。
制
度
廃

止
で
支
払
い
に
要
す
る
財
源
は
、

全
て
自
治
体
の
負
担
金
で
賄
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
２４
年
度
も

年
度
内
に
全
市
か
ら
納
付
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
共
済
給
付
金
を

賄
う
給
付
経
理
で
は
約
９０
億
円
の

当
期
利
益
金
と
な
り
、
次
年
度
へ

繰
り
越
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
事
務

に
要
す
る
費
用
も
、
事
務
負
担
金

を
年
度
内
に
全
市
か
ら
納
付
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。
本
日
の
会
議

で
は
、
こ
れ
ら
２４
年
度
会
計
決
算

を
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【写真右】開会にあたりあいさつする佐藤祐文・共済会会長
【写真左】監査結果を報告する舩見亮悦・三沢市議会議長

新
役
員
に
就
任
し
た
議
長（
写
真
上
・
下
）

（１１） 平成２５年６月１５日 第１８７１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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定
期
総
会
で
は
、
新
役
員
を
選

任
し
た
ほ
か
、
顧
問
と
相
談
役
を

そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
し
た
。

新
役
員
の
氏
名
等
は
以
下
の
と

お
り
。

▽
会
長
�
佐
藤
祐
文
（
横
浜
市
）

▽
副
会
長
�
秋
山
恭
寛
（
八
戸

市
）
、
佐
藤
茂
樹
（
甲
府
市
）
、

井
上
恒
彌
（
静
岡
市
）
、
寺
井
克

之
（
松
山
市
）

▽
監

事
�
横

田

久

俊
（
小

樽

市
）
、
向
山
信
博
（
あ
わ
ら
市
）
、

高
山
裕
次
（
富
田
林
市
）
、
松
井

義
夫
（
米
子
市
）
、
井
上
司
（
西

都
市
）

▽
顧
問
�
二
之
湯
智
（
参
議
院
議

員
、
元
会
長
）
、
小
泉
昭
男
（
同
）

▽
相
談
役
�
関
谷
博
（
下
関
市
、

前
会
長
）
、

五
本
幸
正
（
富
山
市
、

元
会
長
）
、

藤
田
�
之
（
広
島
市
、

同
）
、
�
山
�
（
北
九
州
市
、
同
）
、

嶋
村
勝
夫
（
横
浜
市
、
同
）
、
三

井
幸
雄
（
旭
川
市
、
前
副
会
長
）
、

坂
本
三
郎
（
三
田
市
、
同
）
。
札

幌
、
仙
台
、
新
潟
、
川
崎
、
相
模

原
、
さ
い
た
ま
、
千
葉
、
静
岡
、

浜
松
、
名
古
屋
、
大
阪
、
堺
、
京

都
、
神
戸
、
岡
山
、
広
島
、
北
九

州
、
福
岡
、
熊
本
―
の
１９
政
令
指

定
都
市
の
議
長

定
期
総
会
終
了
後
、

地
方
行
政
、

地
方
財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経

済
、
建
設
運
輸
の
５
委
員
会
は
、

日
比
谷
公
会
堂
で
合
同
会
議
を
開

き
、
正
副
委
員
長
を
選
任
し
た
。

【
地
方
行
政
】
▽
委
員
長
�
本
宮

輝
久（
千
歳
市
）▽
副
委
員
長
�
冨

久
田
耕
平（
鹿
沼
市
）▽
同
�
神
田

隆
彦（
呉
市
）【
地
方
財
政
】
▽
委

員
長
�
梅
原
健
治（
魚
津
市
）▽
副

委
員
長
�
鈴
木
真
澄（
品
川
区
）▽

同
�
山
本
秀（
鳴
門
市
）【
社
会
文

教
】
▽
委
員
長
�
永
岡
禎（
名
張
市
）

▽
副
委
員
長
�
瀬
川
健
則（
八
幡
平

市
）▽
同
�
山

本

茂

夫（
香

南

市
）

【
産
業
経
済
】
▽
委
員
長
�
森
岡

聰
子（
笠
岡
市
）▽
副
委
員
長
�
阿

部
欽
一
郎（
石
巻
市
）▽
同
�
北
詰

勝
之（
西
脇
市
）【
建
設
運
輸
】
▽

委
員
長
�
永
山
芳
宏（
人
吉
市
）▽

副
委
員
長
�
風
間
順
一（
小
千
谷

市
）▽
同
�
松
本
義
彦（
た
つ
の
市
）

【
事
務
処
理
特
例
制
度
】
地
方
自

治
法
第
１１
章
第
４
節
に
定
め
ら
れ

た
制
度
。
平
成
１１
年
７
月
制
定
の

「
地
方
分
権
一
括
法
」
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
。
都
道
府
県
が
特
例
条

例
を
定
め
る
こ
と
で
、
知
事
の
権

限
を
市
町
村
長
へ
移
譲
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
住
民
に
身
近
な
行
政

は
可
能
な
限
り
、
住
民
に
身
近
な

存
在
の
市
町
村
が
担
当
で
き
る
よ

う
に
と
の
趣
旨
か
ら
生
ま
れ
た
。

都
内
で
６
月
３
日
、
地
制
調
の

第
３５
回
専
門
小
委
員
会
が
開
か

れ
、
同
委
が
ま
と
め
た
答
申
素
案

へ
の
地
方
六
団
体
側
の
意
見
を
聴

取
し
た
。
本
会
か
ら
は
佐
藤
祐
文

・
会
長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）
が

出
席
し
、
▽
指
定
都
市
制
度
▽
中

核
市
・
特
例
市
制
度
▽
特
別
市

（
仮
称
）
▽
基
礎
自
治
体
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
（
広
域

連
携
）
▽
地
方
議
会
の
権
能
強
化

―
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
ほ
か
都
道
府
県
か
ら
の
事

務
移
譲
で
委
員
か
ら
「
事
務
処
理

特
例
制
度
の
進
捗
が
芳
し
く
な

い
」
「
『
使
い
勝
手
が
良
く
な
い
』

と
の
意
見
を
聞
く
が
、
何
が
原
因

か
」
と
聞
か
れ
、
佐
藤
会
長
は
「
都

道
府
県
と
市
町
村
が
対
等
の
立
場

で
協
議
す
る
べ
き
だ
が
、
現
実
は

市
町
村
が
お
願
い
す
る
立
場
に
な

っ
て
い
る
」
こ
と
も
一
因
で
は
な

い
か
と
す
る
認
識
を
示
し
た
。

総
会
で
選
任
し
た
新
役
員
ら

正
副
会
長
・
監
事
・
顧
問
・
相
談
役
の
一
覧総会終了後に正副委員長を選任

本会５委員会が合同会議を開催

地地方方六六団団体体かからら
ヒヒアアリリンンググ実実施施
地制調の

第３５回専門小委

役員選考委員長を務めた
宮内春雄・徳島市議長

専
門
小
委
員
会
で
発
言
す
る

佐
藤
祐
文
・
本
会
会
長（
左
）

総
会
で
選
任
さ
れ
た
新
役
員
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